
（別紙３）

～ 2026年　3月　24日

（対象者数） 23名 （回答者数） 14名

～ 2026年　3月　17日

（対象者数） 14名 （回答者数） 11名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
職員研修・外部研修への率先した参加

定期的な支援手順書の見直し

2 職員のリフレッシュ休暇（有給休暇）による業務効率の向上

3
LINEWORKS使用による個人情報の保護、

発信量の増加

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所内の備品の整理

収納スペースの増加

2
環境・運用の工夫

ICT担当者の設置

3

活動スペースの確保が不十分

建物の構造上

車イス利用者が多い

リハビリに使用する機材の増加

定期的な会報誌の発行やHPの更新、SNS等の活用が不十分

日々の業務過多

ICT機器活用能力が未習熟

レスパイトケアを目的とした、入浴・夕食対応や延長療育、保

護者様に合わせた柔軟な送迎時間の対応

家族構成や住居環境を考慮したレスパイトケア

職員の就業時間と送迎ルートの工夫

グループLINE等を活用した、ご家族や相談支援員等との連携
定期的な事業所内の様子の情報発信

サービス内容の変更等に対する迅速な対応

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

医療的ケア児や重症心身障害児の受け入れ
定期的な職員研修の実施

支援手順書の作成

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　こどもの園　未来

○保護者評価実施期間 2026年　3月　10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2026年　3月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


